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タンガニイカ湖の鱗食魚で見つかった左右性は，個体毎に身体の右側か左側が反対側より発達す

るという遺伝形質であり，身体能力（筋力や感覚）もそれに対応しており，いわば右利きと左利き

として区別でき，中間の個体はいない。右利き個体は被食者の右体側を襲い，左利き個体は逆側を

襲う。個体群内での右利きの比率は平均すれば 0.5であるが，0.4〜0.6の間を数年周期で振動して

いる（Hori, 1993）。それは被食者の警戒を介した頻度依存選択によると考えられた(Takahashi & 

Hori, 1994)。２種の鱗食魚が共存する地域では，２種の左右性の比率はほぼ同調して振動している

（Hori et al., 2019）。 

その後，この左右性は，すべての魚が共有する形質であることが判明した（Hori et al., 2017）。

タンガニイカ湖では，沿岸域魚類群集の全ての魚種で，左右性の比率は振動しているように見え

る。しかし，種数の多い群集では，種間の左右性の関連（動態）を解析することは難しい。 

そこで，種構成が単純な琵琶湖の沖帯で，魚食者のハスと被食者のアユの左右性の変動を，今宿

付近の定点（定置網の魞）で，1995年から 20年間追跡した。その結果，２種の個体群の左右性の

比率は，ほぼ数年の周期と 0.2の振幅で振動していること，そしてその振動では，ハスの振動をア

ユが 1/4周期の遅れで追いかける形で連動していることが分かった。その振動を産む力は，捕食-被

食関係において，交差捕食(ある利き手が逆の利き手の被食者を食べる)が並行捕食（同じ利き手を

食べる）より多いという，個体間相互作用の非対称性により生じると考えられた。堅田漁協の協力

を得て，沖合のアユを漁獲する沖掬い網漁で混獲されたハスの胃内容から捕食されたアユを取りだ

し，両者の利きの対応を検討したところ，予想通り，交差捕食が有意に卓越していた。 

これらの現象を紹介しながら，種間相互作用としての左右性の動態のメカニズムと意味を論じ

た。 
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スケールイーターの右利きと左利き

スケールイーターの左右性は遺伝形質

P. microlepisの⼦育て

P. microlepisの右利きと左利き
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スケールイーターの右利き個体と左利き個体の襲撃⽅向

鱗の左右性

⿂の側線鱗

右体側の鱗 左体側の鱗

左利きは獲物の左体側を襲い，右利きは右体側を襲う．

スケールイーターの胃中の鱗
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スケールイーターの左右性の動態（Luhanga, ZAIRE, 1979‐1990)

集団の左右性の⽐率は，数年周期で振動する。
振動を⽣じさせる⼒は，被⾷者の警戒を介した頻度依存選択。
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P. microlepisの左右性の⽐率の年変化（Nはサンプル数）

左右性の形態的基盤
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頭蓋⾻の３次元の歪み

Perissodus eccentricus

スケールイータの左右性は，頭蓋
⾻の三次元での歪み，特に懸垂⾻
と顎⾻の関節部分の三次元的歪み
に起因する。

Perissodus 全種が共有する形質



5

ナマズの頭⾻
（背⾯と腹⾯）頭蓋⾻の３次元の歪み

⿂類の左右性

ナマズの下顎関節（右側と左側）

ハスの頭蓋⾻と
脊椎の歪み

左右性は⾻格が⾮対称
であるために現れる
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顎の開き⽅の歪みは左右の下顎⾻の⾼さの差に起因する。

左右性の形態的指標 １ 下顎の左右性指数（IAS）

左右性指数（非対称指数）（IAS; index of asymmetry）
＝ 2(L-R)/(L+R)×100

Ａ1

P ⾓⾻の外⾓

関節窩の
体表側の底

7
ブリの頭骨と椎骨のなす角度 θ （正の値の個体が右利き）

左右性の形態的指標 ２ 頭⾻と背⾻の⾓度 アユとハスの形態的左右性
ー下顎の左右性指数と頭⾻-背⾻の⾓度ー
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下顎の左右性指数

頭⾻‐背⾻の⾓度

2種はどちらの指標でも反対称（⼆⼭形分布）



沿岸岩礁域での40種の左右性の比率の変動

左右性の比率は振幅0.3-0.7で3-5年周期の振動をする.

タンガニイカ湖の⿂類群集における左右性の動態 タンガニイカ湖のスケールイータ2種の左右性の動態
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左右性比率の年変化

P. microlepis
P. straeleni

左右性の比率はやはり振幅0.3-0.7で3-5年周期の振動をする.

琵琶湖の定置網（魞）
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まず捕食者の比率が変化し，被食者が後を追う．

ハスとアユにおける左右性の⽐率の振動
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ハスとアユの左右性の比率の関係

２者の比率は反時計回り、すなわちハスの比率の変化を
アユの比率がおよそ1/4周期程度の遅れで追いかけている．
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捕⾷者と被⾷者の⽐率の関係

獲れたてのハスを固定すれば，胃に未消化のアユが⼊っている場合もある。
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ハスの胃内容分析

他の捕食者‐被食者系における左右性の対応関係

P. microlepis 右利き 左利き

右利き 3 19

左利き 25 6

P. straeleni 右利き 左利き

右利き 4 21

左利き 21 4

被食魚

被食魚

スケールイーターの捕食行動

（タンガニイカ湖での水中観察
と捕獲による、’05〜’18）

ハス 右利き 左利き

右利き 7 20

左利き 24 9

アユ

ハスの胃内容からのアユ
（琵琶湖、沖すくい網、'03〜’13）

いずれも交差捕食
が卓越する．
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